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腸管出血性大腸菌O157の分子疫学的解析 食品中に含まれる微量農薬の分析法と精度管理体制
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広域における食品由来感染症を迅速に 

探知するために必要な情報に関する研究  

 平成 20 年初頭に冷凍餃子への農薬混入事件が発

覚したため，加工食品に対する農薬分析の需要が喚

起された。そこで，加工食品中の農薬分析への対応

の可否を検証するため，9 地方衛生研究所による内

部精度管理試験および外部精度管理試験を実施した。 

20年度総括・分担研究報告書及び平成18～20年度

総合研究報告書，143～146, 2009 

腸管出血性大腸菌 O-157 感染事例の迅速で詳細な

解析が可能な分子疫学的解析法の確立を目的に，

MLVA法およびIS-printing法を行い，PFGE法と比較

した。型別の分離能力に差はあるものの，3 法でほ

ぼ一致した結果を得ることができた。この結果から， 

カレーのように香辛料や多種類の食材を含む試料

を用いての一斉分析は，現時点では高い精度を得る

ことは困難であると思われるが，有事に際した即応

性は高く評価できると思われる。 

常に一致するとは限らないが，いずれもPFGE法と同

等に解析が行えるものと考えられた。 
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広域における食品由来感染症を迅速に 食品の微生物検査法と食中毒発生時の疫学調査法 

探知するために必要な情報に関する研究 ４．芽胞形成菌 
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 食品衛生に関係する細菌の中で，「芽胞（スポア, 

spore）」を形成する能力を有する「芽胞形成菌」は，

その芽胞の耐熱性や殺菌剤，消毒剤などの薬品類へ

の耐性など，各種の物理・化学的環境ストレスへの

高い抵抗性から，食品の製造，流通，販売の各段階

で残存し，発芽，増殖して腐敗，変敗，あるいは食

中毒の原因となっている。本稿では，芽胞形成菌に

おける芽胞の性質，分類，分布，腐敗・変敗，およ

び本邦の告示法，欧米の ISO 法などの，現在の内外

検査方法等について概説し，食品微生物検査者およ

び関係者の参考に供した。 

平成 18 年度から 20 年度に中国四国地域で分離さ

れた腸管出血性大腸菌 O-157 感染事例株を用いて，

パルスフィールドゲル電気泳動(PFGE)法および

IS-printing system法を比較し，疫学解析ツールと

しての両法の評価を行った。総合的にはPFGE法の解

析能力が高かった。また，平成 18 年度と平成 20 年

度に中国四国地域衛生研究所間で実施した PFGE 法

の精度管理は，全体的に良好な結果が得られた。 
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